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研究成果の概要（和文）： 

確率的回帰モデル（説明変数が確率変数の回帰モデル）のＱＭＬＥ推定量（あるいはＧＭＭ
推定量）の漸近分散の推測と関連する研究を、説明変数が与えられた条件付きな場合と無条件
な場合に分けて行い、漸近的な結果と bootstrap などを使ったシミュレーションの結果につい
ての成果を得た。 また、多次元ｔ分布を用いた heteroskedastic な条件付ＶＡＲモデルでの
外国為替のデータによる実証研究、高頻度エネルギー先物価格データを用いたクロス相関分析、
非正規性での推定の弱外生性についての結果、White の heteroskedasticity の検定に対する
bootstrap のやり方に対するノート、などの成果を得た。 

 

研究成果の概要（英文）： 
I have mainly considered estimation and testing of the asymptotic covariance matrix 

of the QMLE or GMME in stochastic regression models where explanatory variables 
are stochastic.  In these models, I have obtained asymptotic results and also 
simulation results using some bootstrap methods when explanatory variables are 
given (conditional models) as well as not given (unconditional models).  In addition, I 
have obtained an empirical result using foreign exchange rate data in the conditional t 
heteroskedastic VAR model derived from multivariate t distribution, an analysis of 
cross-correlations using high-frequency future data of energy prices, a new weak 
exogeneity result, and a note on a bootstrap procedure in White’s test of 
heteroskedasticity.    
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１．研究開始当初の背景 

 

説明変数が確率変数の回帰モデル（確率的
回帰モデル）でのＱＭＬＥやＧＭＭＥ推定量
の説明変数が与えられたときの条件付な場
合と説明変数が与えられていないときの無
条件な場合の推測に関する私の以前の研究
を一層推し進めようとしたことが研究開始
当初の背景であった。  

 

２．研究の目的 

 

確率的回帰モデルでのＱＭＬＥやＧＭＭ
Ｅ推定量にどういう bootstrap 推定を使うの
が適切か、そのための理論的およびシミュレ
ーションによる比較の研究、漸近共分散行列
に関する検定についてのシミュレーション
による比較、多変量回帰モデルでの理論的な
展開およびシミュレーション、などを行おう
とした。 具体的には、 

 

(1) 多変量回帰モデルでの bootstrap の有効
性の確立と回帰パラメータの推定量の分
散行列の推定および回帰パラメータの推
測への応用 

 

(2) 線形マルチファクターモデルによる資産
価格モデルの回帰パラメータおよび期待
収益率の GMME 推定量のロバストネス 

 

(3) 資産価格モデルでの contemporaneous 

heteroskedasticity と temporal 

heteroskedasticity を総合するモデルの
提案とその実証 

 

(4) 問題となる変数が非正規分布の場合の完
備線形同時方程式モデルを conditional 

model としてみた時のモデルの提案とそ
の金融データによる実証 

 

(5) 非正規分布の下でのweak exogeneity の
検証 

 

などを目的としていた。 

 

３．研究の方法 

 
(1)計量経済学や統計学の理論的な研究、 
 
(2)bootstrap などによる漸近分布の近似の
比較のためのシミュレーション、(3)ファイ
ナンスや金融のデータを使った実証研究、な
どの方法を用いた。 
 
４．研究成果 

 

説明変数が確率変数の場合の回帰モデル

である確率的回帰モデルを中心に研究した。 
確率的回帰モデルの回帰パラメータのＱＭ
ＬＥ推定量（あるいはＧＭＭ推定量）の漸近
分散行列についての推測と漸近分散行列を
用いた回帰パラメータについてｔ検定やＦ
検定などの推測についての研究を行った。 

 

(1) 漸近分散行列については、説明変数が与
えられていない無条件な場合について、被説
明変数と説明変数の同時分布が正規分布以
外の楕円分布族に属すとき、同時分布が正規
分布のときの漸近分散行列と比べて、同時分
布の正規分布を基準とした分布のスソの厚
さによって非負値定符号および非正値定符
号の意味での大小関係があることを示した。  

 

(2) 同じく説明変数が与えられていない無条
件な場合について、回帰パラメータについて
のｔ検定やＦ検定における漸近分散行列の
推定での wild bootstrap と pairs bootstrap 

の比較では、帰無仮説を課した制約のある残
差を使った wild bootstrapが良いことが分か
った。 

 

 (3) 分散の heteroskedasticity に関する
Whiteの検定を説明変数が与えられていない
無条件な場合の確率的回帰モデルでの説明
変数と誤差項の独立性の検定とみなしたと
きのシミュレーションを行った。また、 

 

(4) 被説明変数と説明変数の同時分布が多次
元ｔ分布の場合に説明変数が与えられたと
きの被説明変数の条件付分布のもたらす条
件付モデルとの関連で、モデルの尤度関数の
特性（ｔ分布の自由度の推定可能性と条件付
期待値のパラメータとそれ以外のパラメー
タ に つ い て の information matrix の
block-diagonality の証明）を示し、古典的な
1983 年の Engle, Hendry, and Richard の
weak exogeneity の定義と比較して新しい
weak exogeneity の定義の提案を行った。    

 

(5) ガソリン、灯油、原油の 3 つの商品先物
の高頻度データをもちいた確率的回帰モデ
ルの回帰パラメータのＱＭＬＥ推定量の漸
近分散行列の推定量を用いた時系列相関分
析に関する実証研究を行った。 

 

(6) ２つの外国為替レートのデータをもちい
て、2 次元ｔ分布の VAR モデルと２つの誤差
項の相関が標本期間で時間に関して不変な
標準的な GARCH モデルや２つの誤差項の
相関が標本期間で時間とともに変化する
GARCHモデルと比較する実証研究を行った。  

 

(7) 資産価格モデルの誤差項が GARCH モデ
ルに従っているとき、回帰パラメータの



 

 

QMLE 推定量の漸近分散行列がモデルの説
明変数と誤差項の同時分布の多次元の歪度
と尖度にどのように関係しているかを示し
た。 

 

(8) White の heteroskedasticity の検定に対
する bootstrap の利用に関して Jeong and 

Lee(1999)で提案された方法が実は標準的な
bootstrap の方法と同じものであることを示
した。 

５の主な発表論文等との関連では以下のよ
うに分類できる。 確率的回帰モデルでの
QMLE 推定量や GMME 推定量の漸近分散の推定
と関連する検定や bootstrap の利用の方法に
ついての結果（主な発表論文の②,⑥,⑨,⑩）、
確率的回帰モデルで説明変数と被説明変数
の同時分布が多次元 t 分布する場合の条件付
な場合（説明変数が与えられたとき）と無条
件な場合（説明変数が与えられていないと
き）の推定に関する結果（主な発表論文の
④,①,⑤）、弱外生性についての新しい定義
（主な発表論文の⑧）、資産価格モデルで
GARCHモデルを仮定したときのQMLE推定量の
漸近共分散行列についての結果（主な発表論
文の③）、確率的回帰モデルの推定についての漸

近的な結果を利用した高頻度先物データを利用し

た応用研究（主な発表論文の⑦）。 
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